
平 成 25年 7月 19日

南相 馬 市鹿 島 区役所

所 長  但 野  裕  様

揚韮聰∬_m会
[南 右 田地 区 の 1本 松」調 査報 告

南相馬市鹿島区の南石 田地区 に生き残 つた 1本 松 につ いて、平成 25年
7月 8日 に現地調査 しま した のでその結果につ いて報告 します 。

なお、調査 には木幡鹿島区産業 建設課長、五賀南右 田行政区長等 が 同行 し

ま した。

現 況状態

本樹は、平成 25年 6月 16
松」 として報道 され、それ によ

日 (日 )の 福 島 民 報 に鹿 島 に 「奇 跡 の一本
る と樹 高 約 25m、 根 元 周約 2mと な って

い る。

本 樹 の主 幹 は、頂 部 が 北 西 側 に緩や か に反 るよ う に曲 が って伸 長 し、根元
か ら地 上 約 5.Omま で津 波 の被 害 によ り主 幹東 償1の 樹 皮 が大 き く剥 ぎ取
られ 損 傷 して いる。 損 傷患 部 に は樹脂 の漏 出が多 く確 認 され る ほか 、生存
部 で はカル ス の発達 も僅 か で は あ るが 確 認 され た :

根 系 は 、太根 が四方 に張 って 強 く土 壌 を保持 して い る状態が 見 られ 、 こ

れ が津 波 に耐 え られ た一 因で は な いか と見 られ る 。 また 、根 元 周 辺 の根 系
か ら細根 の 生 育伸長 も確 認 され た 。

樹 冠 は 、 西 狽1だ けの片 枝 とな り著 し く小 さ く、 下枝 や 樹冠 先 端 、 頂部 に
は枯 損 も多 い。 しか し、 当年 枝 の伸 長 が樹冠 全体 で確 認 され 、 伸 長 量 は 3
～ 5 cm程 度 見 られ た 。

土 壌 は、根 元周辺 は津 波 によ り快 られ た よ うに 凹 ん で いるが 、そ の周辺
は 20～ 3 0cm程 度 の盛 土 が 見 られ 、や や 湿 った 状 態 の上壌 で あ っ たき こ
れ は、大震 災 によ る地 盤 沈 下 と地 下 水 位 の上 昇 に よ る もので は な い か と推
測 され る。

2_診 断

現 況 の樹 勢状 態 は、現 在 の地 上部 及 び地下 部 の 状態 、
・
さ らに樹 脂 漏 出調

査 によ る総 合 的な健康 診 断 を実 施 し樹 勢 状態 を診 断 した。

外 観 的 には 当年枝 の伸 長 が確 認 され た ことや 、 主 幹 樹 皮_損 傷 患 部 に多 く
の樹 脂 漏 出が見 られ る こ と、 さ らに、 健全部 へ の樹 脂 漏 出調査 の結 果 にお
い て も検 査 箇所 に樹脂 が 短 時 間 で た ま り流 出 した ことか ら、現 状 で は異常
は な く健康 と判 断 され る。

しか し、 樹体 全体 に枝 枯 れ が 発 生 して いる ことや 、樹 皮 の損 傷 が 大 きい

こ と、津 波 によ る根 系 の 断裂 が 考 え られ る こ と、 地下 水 位や地 盤 な どに変
化 が見 られ る ことな ど総 合 的 に判 断す る と現 段 階 で は比 較的 良好 な 生存が

確 認 され るが 、完 全 に健 康 な状 態 で は な い こ とか ら、今後 、 さ らに枝 の枯

損 が発 生す るな ど衰退 が 進 む こ と も考 え られ 、生 存 が完 全 に確 約 で き る状

態 で はな い こ とも確 か で あ る。

こ う した 衰 退 を最 少 にす るた め 、周 辺 塾髭 夕 環 境 、二       と と

も に注 意 深 く観察 し、症 状 に応 じ速 や か に順 応 的 に対 応 して い く こ とが大
切 で あ る。

以 上


